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京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
曽
は
疲
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
・
〆
、
の
普
及
を
闘
る

こ
と
を
巨
的
と
す
る

｝、

R菰

ﾌ
跳
目
的
の
た
め
に
ウ
仏
の
由
二
塁
駆
キ
ニ
膏
・
り

の
ノ
媒
月
㎝
厨
川
究
幹
み
．
開
く

酬
豊
年
公
羅
窪
寛
蕩
一

欝
讐
封
一
圏
「
哲
學
欝
究
」
を
薮
行
ず
る

｝、

R
韓
の
導
業
か
蓬
行
ず
る
夜
め
に
鞍
鑓
若
干
壌
を
お
く
、
「
．

雰
員
は
窟
都
大
學
哲
県
於
教
官
及
び
灘
員
辞
．
に
お
い
て
推
薦

し
撫
者
に
終
囑
す
る

　、

{
曽
は
曽
員
組
織
と
し
、
霜
員
に
は
賓
格
の
舗
限
を
設
け

な
い
、
學
校
。
閑
瀧
鼠
眼
・
戯
他
の
醐
難
は
…
闘
難
の
名
を
以
て
入

禽
す
る
こ
と
も
で
を
る

一
、
脅
葺
は
曾
賓
と
し
て
年
八
四
〇
闘
、
久
は
牟
年
掴
二
〇
園

を
一
葦
す
る

一
、
會
員
は
魯
需
の
醍
布
を
受
け
、
倉
詑
に
鞭
告
す
る
器
種
の

行
塵
に
串
席
す
る
こ
と
が
で
を
る

一
、
本
嘗
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
郡
内
に
お
く

一、

ｾ
「
樹
“
規
約
の
改
正
終
更
は
添
論
舞
脅
μ
の
決
鋤
齪
に
よ
る
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欝

暫
鎌
欝
究
、
鯵
臨
買
や
囲
號

七
六

　
最
霧
…
に
、
朝
永
先
生
の
辿
ら
れ
た
途
を
桑
葡
…
と
し
て
鴎
寵
す
る
に
、
先
生
ほ
蜘
自
身
の
膨
面
申
の
立
繊
甥
を
、
雷
と
し
て
ヵ
ソ
｝
以
後
十
九

世
紀
の
汎
騨
論
と
自
然
圭
義
と
に
…
封
ず
る
批
判
を
逓
じ
て
、
　
短
め
ら
れ
血
の
で
あ
っ
距
が
、
そ
の
後
は
圭
と
し
て
カ
ン
ト
以
前
の
近
搬
暫

學
の
皮
的
研
究
に
向
は
れ
た
。
さ
う
し
て
す
で
に
見
た
や
う
に
、
深
い
用
意
を
遮
っ
て
憾
焚
の
知
慧
を
學
び
と
ら
れ
旋
の
で
あ
っ
た
。
い

ま
こ
の
近
世
蔚
期
折
肩
學
へ
の
面
一
倒
の
結
果
を
も
つ
て
、
ふ
た
窺
ぴ
カ
ン
ト
以
後
の
定
心
の
皮
霜
丁
に
臨
ま
れ
甑
な
ら
ば
ど
う
で
あ
っ
た
ら
う

か
。
牽
九
世
紀
な
ら
び
に
二
十
瓢
臥
紀
の
折
q
磁
剛
に
灘
…
し
て
新
た
な
鉛
酷
い
灘
3
決
を
示
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
折
n
墨
㌫
奪
舞
と
櫓
講
系
｛
譲
と
が
轍
諸
説

麟「

ﾉ
相
繍
…
ふ
厨
以
を
違
ら
に
鮮
か
に
示
さ
れ
か
｛
こ
と
で
あ
ら
う
。
i
先
生
の
近
潤
折
目
二
極
災
の
第
二
鷹
以
下
が
｛
興
へ
ら
れ
す
に
終
　
つ
た
こ

・
と
は
ま
こ
と
に
漁
蘭
へ
芯
と
い
ふ
ほ
か
は
な
い
の
で
あ
る
。
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∵
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院
號
法
名
、
澄
豪
院
綴
信
慧
。
三
年
八
十
歳
七
ヴ
月
。

圃
年
十
月
．
．
六
帰
執
肇
の
「
宵
人
秘
苦
光
明
必
盛
大
…
西
田
樺
圭
θ

港
」
、
門
瀬
田
幾
毎
郷
燈
集
一
附
鑛
露
に
鵡
載
ン
．
」
る
。
ヤ
ニ
月
、
　
．
全
人
、
一

消岨

竝ﾟ

j
。
罵
脳
謝
9
二
十
・
七
年
四
月
、
轟
叉
庫
版
門
、
Ψ
泓
継
ド
に
お
け
る
我
の
霞
贔
覚

史
↓
角
川
慾
店
此
節
。
九
月
、
凹
哲
膜
観
究
一
弛
悼
號
。

　
　
附
　
託

　
こ
の
「
略
撮
・
短
醐
」
は
、
ホ
ハ
る
三
同
戸
、
角
川
山
久
需
肺
，
版
門
．
近
帯
け
に
お
け
る

我
の
置
畳
豊
の
た
め
に
作
製
し
益
，
年
諮
じ
か
ら
、
同
店
編
輯
部
の

希
望
も
あ
っ
て
一
般
譲
煮
の
な
め
に
挿
入
し
た
事
項
（
一
般
庚
及
び
京

火
入
事
等
に
下
す
る
）
を
鯛
除
し
、
斜
ら
た
に
先
癒
の
御
家
族
、
御
舵

居
等
に
閥
す
る
事
項
を
櫓
補
し
た
も
の
で
あ
る
O
趣
へ
料
は
先
生
の
署
作
、

漁
阿
簡
（
作
者
宛
〉
、
　
郷
直
話
並
び
に
秀
子
令
夫
人
及
び
御
長
男
振
一
郎

氏
の
談
話
興
他
儀
京
二
丈
學
部
三
十
凋
年
硬
㌔
等
の
編
纂
物
で
あ
る
。
兜

庶
の
「
凹
記
」
典
他
の
資
料
に
も
と
づ
き
、
糖
確
．
矯
密
な
「
年
諮
し

が
㎝
臼
も
早
く
完
戒
さ
れ
る
こ
と
を
羅
っ
て
や
ま
な
い
。
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鼓
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三
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灌
　
　
詐
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環
京
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千
畳
田
二
二
駿
簿
醗
鴎
ノ
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耕
　
藤
　
久
　
春

　
　
京
都
謂
織
巾
西
浦
町
嬢
○

　
　
弓
丈
堂
印
刷
部

　
　
京
錦
市
田
巾
蓉
浦
町
職
○

譲
弘
文
堂

　
　
東
京
部
二
代
田
騨
鴇
隈
河
国
画
ノ
霞

　
　
一

　
　
註
交
規
定

、
禽
N
猟
坦
以
外
の
購
聰
臓
串
帽
の
彿
　
帥
曲
ズ
及
び
廣
臨
口
に
關
議
タ
る
件
は

「
弘
方
ハ
堂
」
へ
彿
中
込
下
さ
い

、
本
誌
の
獅
謎
女
は
す
べ
て
代
金
郵
殺
共
（
「
蔀
、
冗
摂
七

ナ
畷
・
郵
嚢
八
國
）
壷
金
に
て
お
泡
り
下
さ
い

、
特
に
講
求
書
及
び
領
牧
轟
艦
を
要
す
る
場
合
は
郵
雰
八
圓

を
駒
邊
り
下
さ
い

京
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照
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十
セ
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賭
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七
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九
月
＋
八
日
礎
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編
集
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